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平成23年度農業情報学会学術
奨励賞：飯泉仁之直　任期付研
究員（大気環境研究領域）

「農業経営情報と機構的水稲
生育・収量予測モデルを併用し
た集落レベルでの水稲収量変動
予測等に関する研究」
飯泉任期付研究員は、水稲の収量予測において、
農家の労働力の質・量の違いや気象条件の影響が
水稲の生育段階により異なることを、予測モデル
に取り入れ、集落レベルでの予測精度を向上させ
ました。この研究は、作物収量予測において、広
範な情報の統合・活用を図った顕著な研究成果で
あり、収量変動抑制効果の不確実なパラメーター
を確率的表現で明示した手法は、収量予測に限ら
ず、今後、重要性を増すと考えられます。

第29回日本土壌肥料学会奨励
賞：星野（高田）裕子　主任研
究員（生物生態機能研究領域）

「農耕地土壌における微生物
群集構造解析のための分子生態
的手法の開発」
近年、土壌から直接DNAや
RNAを抽出精製し解析する研究
が進展していますが、国内の農耕地土壌に多い火
山灰性土壌では、解析可能な純度のDNAやRNA
を調製することが困難でした。星野（高田）主任
研究員は、これらを調製する独自の方法を確立し、
その手法が土壌微生物群集の評価と診断に応用で
きることを示し、最適な解析条件を確立しました。
これらの成果は、土壌微生物研究分野で多くの研
究者に広く活用されています。
 （広報情報室　広報グループ）

報　告

学会賞受賞
優れた業績を上げた若手研究者に贈られる学会奨励賞を2人が受賞しました。

　　 キッズコーナー

小学校高学年以上の利用者を対象に、地球温暖
化と農林水産業の関わりをQ&A形式で学ぶコー
ナーです。平易な文章と図や写真により、分かり
やすく回答しています。

　　 研究アルバム

各分野の研究で使用している実験施設や、地球
温暖化の農林水産業への影響などを紹介する画像
を、わかりやすい解説とともに紹介します。

 （広報情報室　広報グループ）

　　 　　

【管理者より】
研究プロジェクトの成果、新着情報、

イベント情報は、常に最新の情報を提
供し、研究アルバム、キッズコーナー、
用語集はコンテンツの充実に努めます。
また、英語版のサイトを設けて、海外
への情報発信も予定しています。

【ウンシュウミカンの浮皮】
　果肉と果皮が離れて、実がブ
カブカする現象で、貯蔵性が低
下し、腐敗する原因となります
（左:浮皮、右:健全果）。収穫前
の高温・多雨で発生します。

【不耕起カバークロップ栽培】
　麦わらを畑の表面に敷いて、土を耕さずに
ダイズを栽培する不耕起カバークロップ栽
培は、土壌有機物の分解が抑制され、温室
効果ガスの二酸化炭素発生を削減できます。
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